

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

№1(メディア芸術)
Ⅷ 令和２年度「文化芸術による子供育成総合事業」出演希望調書(メディア芸術)
分野，種目（該当する種目に○を付してください。）
	分野
	種目

	【メディア芸術】
	映像，メディアアート等


申請する区分に，○を付してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ区分　・　C区分
複数申請の有無（該当する方に○を付してください。）　　　　　　　 　　あ　り　　・　　な　し
	複数の企画が採択された場合の実施体制（該当する選択肢のいずれかに○を付してください。）

　(１) 公演の実施時期が重複しても，複数の企画を実施可能
　(２) 公演の実施時期が重複しなければ，複数の企画を実施可能　　
　(３) 提案したいずれか１企画のみ実施可能
　(４) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


芸術文化団体の概要


	ふりがな
制作団体名
	

	
	

	代表者職・氏名
	

	制作団体所在地

（最寄り駅・バス停）
	〒



	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	ふりがな
公演団体名
	

	
	

	代表者職・氏名
	

	公演団体所在地

（最寄り駅・バス停）
	〒



	制作団体

設立年月
	年　　　　　月
	

	制　作　団　体

組　織
	役　　職　　員
	団体構成員及び加入条件等

	
	
	

	事務体制の担当
	専任　　・　　他の業務と兼任
	本事業担当者名
	

	経理処理等の

監査担当の有無
	有　　　・　　無
	経理責任者名
	

	制作団体沿革
	

	メディア教育における活動実績
	

	特別支援学校における活動実績
	

	参考資料の
有無
	A
	申請する企画のチラシパンフレット等
	有　　　・　　無

	
	
	申請する企画のDVDまたはWEB公開資料
	有　　　・　　無

	
	
	※WEB公開資料有の場合URL
	

	
	
	※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパスワード
	ID:
PW:

	
	Aの
提出が困難な場合
	今回申請する企画に近い活動を記録したDVDまたはWEB公開資料
	有　　　・　　無

	
	
	※WEB公開資料有の場合URL
	

	
	
	※閲覧に権限が必要な場合のIDおよびパスワード
	ID:
PW:


№2(メディア芸術)
メインプログラム　・　ワークショップの内容　　　 　　　　　　【公演団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

	対　　象
	小学生（　低学年　・　中学年 ・　高学年　）　　　・　　　中　学　生

	企　画　名
	

	プログラム全体の流れ
	【プログラムの構成】

ワークショップ1回　→　メインプログラム

ワークショップ2回　→　メインプログラム

ワークショップ → メインプログラム → ワークショップ

メインプログラム　→　ワークショップ2回

メインプログラム　→　ワークショップ1回

【全体の流れ】


	児童・生徒の参加上限人数
	ワークショップ
	

	
	メインプログラム
	

	メインプログラムの主たる指導者
	

	スタッフ人数

（1公演あたり）
	
	機材等
運搬方法
	　　　　　積載量　　　　t 
　　　　　車　長　　　　ｍ
　　　　　台　数　　　　台


	企画のねらい
	


№3(メディア芸術)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【公演団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
	実施にあたっての会場条件および学校側が必要な準備等
	【ワークショップ】
	【メインプログラム】

	
	
	

	当日の所要時間（タイムスケジュール）の目安
	【ワークショップ】
	【メインプログラム】

	
	
	

	
	※採択決定後，採択団体へ学校側に提示する条件の確認書の作成をお願いします。

	特別支援学校での実施における工夫点


	

	実施可能時期

	令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日（うち平日　　日）

令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日（うち平日　　日）

令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日（うち平日　　日）
※土日移動の可否（　可　/　否）

※目安として7月23日～8月21日，12月26日～12月31日を除く期間を記載して

ください。

※実施可能時期は，採択決定後に再度確認します(大幅な変更は認められません)。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　№4(メディア芸術)
本事業への申請理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【公演団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
	本事業への
申請理由

	①本事業に対する取り組み姿勢
②事業を効果的かつ円滑に実施するための工夫



Ａ区分・Ｃ区分共通





Ａ区分・Ｃ区分共通





Ａ区分・Ｃ区分共通





Ａ区分・Ｃ区分共通
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